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○
山
梨
県
消
防
協
会
峡
南
支
部

定
例
表
彰

副
分
団
長

志
村

元
（
1
）

副
分
団
長

深
沢
隼
人
（
2
）

副
分
団
長

秋
山
達
哉
（
3
）

副
分
団
長

井
上

明
（
4
）

副
分
団
長

小
池
公
次
（
6
）

部

長

井
上
大
輔
（
6
）

部

長

秋
山
秀
昭
（
7
）

部

長

宮
崎
賢
吾
（
8
）

部

長

望
月
修
嗣
（
9
）

○
永
年
勤
続
25
年
表
彰

部

長

秋
山
和
仁
（
5
）

副
分
団
長

嶋
田
清
人
（
7
）

○
永
年
勤
続
20
年
表
彰

分
団
長

依
田
和
也
（
5
）

団

員

依
田
初
男
（
8
）

○
永
年
勤
続
15
年
表
彰

副
分
団
長

井
上

明
（
4
）

部

長

橋
本
秀
平
（
4
）

班

長

保
坂
健
次
郎
（
5
）

団

員

望
月
直
樹
（
7
）

団

員

深
澤
一
正
（
8
）

班

長

樋
口
哲
也
（
8
）

団

員

保
坂

伸
（
8
）

○
町
長
表
彰

分
団
長

井
上
宏
樹
（
1
）

部

長

秋
山
晃
二
（
1
）

部

長

鮫
田
裕
介
（
1
）

班

長

井
上
竜
太
（
3
）

班

長

深
澤
大
輔
（
4
）

団

員

深
沢
佳
秀
（
5
）

団

員

望
月
正
史
（
9
）

団

員

望
月
勇
太
（
9
）

○
団
長
表
彰

団

員

依
田

諭
（
1
）

団

員

志
村

斐
（
1
）

団

員

遠
藤
優
太
（
2
）

団

員

秋
山

亮
（
2
）

班

長

池
岡
幸
夫
（
3
）

団

員

井
上

良
（
3
）

団

員

深
澤
直
紀
（
4
）

団

員

井
上
裕
矢
（
4
）

団

員

宇
田
川
貴
之
（
5
）

団

員

秋
山
祐
紀
（
5
）

団

員

井
上
竜
一
（
6
）

団

員

鶴
田
賢
人
（
7
）

班

長

米
山

卓
（
7
）

○
鰍
沢
警
察
署
長
及
び

防
犯
協
会
支
部
長
感
謝
状

分
団
長

井
上
宏
樹
（
1
）

分
団
長

清
水
直
樹
（
2
）

分
団
長

入
倉

司
（
3
）

分
団
長

笹
本

聖
（
4
）

分
団
長

望
月

謙
（
6
）

分
団
長

一
木
昌
宏
（
7
）

分
団
長

野
中
昭
彦
（
8
）

（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
分
団
・
敬
称
略
）

○
山
梨
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

甲
種
功
労
章

分
団
長

野
中
昭
彦
（
8
）

○
山
梨
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

乙
種
功
労
章

分
団
長

井
上
宏
樹
（
1
）

副
分
団
長

志
村

元
（
1
）

分
団
長

清
水
直
樹
（
2
）

副
分
団
長

秋
山
達
哉
（
3
）

副
分
団
長

井
上

明
（
4
）

分
団
長

望
月

謙
（
6
）

副
分
団
長

小
池
公
次
（
6
）

部

長

秋
山
秀
昭
（
7
）

部

長

宮
崎
賢
吾
（
8
）

○
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長

定
例
表
彰

分
団
長

依
田
和
也
（
5
）

副
分
団
長

嶋
田
清
人
（
7
）

副
分
団
長

深
澤
富
男
（
8
）

○
峡
南
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

消
防
長
表
彰

分
団
長

一
木
昌
宏
（
7
）

分
団
長

野
中
昭
彦
（
8
）

1
月
6
日
（
日
）、
消
防
団
出
初
式
が
鰍
沢
小
・
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
、

厳
粛
か
つ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
2
7
1
名
の
団
員
が
参
加
し
、団
長
訓
示
、町
長
告
示
が
行
わ
れ
た

後
、長
年
消
防
団
活
動
に
従
事
し
た
団
員
に
対
し
、表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、町
指
定
無
形
文
化
財
の
は
し
ご
乗
り
や
第
7
分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ

車
操
法
、第
9
分
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ
れ
、会
場
か
ら
は
拍

手
や
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

平
成
31
年  

消
防
団
出
初
式

感
謝
状
・
表
彰
受
賞
者
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町
消
防
団
員
で
も
あ
る
髙
橋
与
樹

さ
ん
（
鰍
沢
北
）
は
、
は
し
ご
乗
り

に
女
性
消
防
団
員
も
携
わ
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
軽
量
化
し
た

「
ま
と
い
」を
製
作
し
、昨
年
11
月
21

日
（
水
）
に
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

以
前
は
、
は
し
ご
乗
り
の
乗
り
子

を
さ
れ
て
い
た
髙
橋
さ
ん
。
乗
り
子

の
後
継
者
が
増
え
て
き
た
た
め
、
自

分
の
体
格
を
生
か
し
て
ま
と
い
に
力

を
入
れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
ま
と
い

は
8
～
10
㎏
の
重
量
が
あ
り
、
実
際

に
振
っ
て
み
た
と
こ
ろ
「
こ
れ
を
み

ん
な
が
振
る
の
は
大
変
。
軽
い
物
が

な
け
れ
ば
作
っ
て
み
よ
う
」
と
、
現

在
の
ま
と
い
を
参
考
に
設
計
図
を
起

こ
し
、
軽
量
化
を
図
り
ま
し
た
。

材
料
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
皿
や
木

製
の
手
す
り
な
ど
、
身
近
な
も
の
で

代
用
。
さ
ら
に
、
回
し
た
と
き
に
馬ば

簾れ
ん

の
裏
地
も
き
れ
い
に
見
え
る
よ
う

色
を
付
け
た
り
と
工
夫
し
ま
し
た
。

従
来
の
も
の
よ
り
約
半
分
の
重
量
で

完
成
し
た
4
㎏
と
6
㎏
の
2
本
の
ま

と
い
。
1
月
6
日
（
日
）
の
出
初
式

で
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ま
と
い
と
合
わ
せ
て

3
本
使
用
し
た
の
は
初
め
て
の
た

め
、
団
員
が
振
れ
る
回
数
も
増
え
、

軽
量
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
振
り
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
は
し
ご
乗
り
も
よ
り
華

や
か
に
な
り
ま
し
た
。

出
初
式
を
終
え
た
髙
橋
さ
ん
は

「
団
員
か
ら
は
“
軽
く
て
振
り
や
す

い
”
と
好
評
だ
っ
た
。
女
性
消
防
団

員
も
は
し
ご
に
乗
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
ま
と
い
を
振
っ
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
し
、
そ
れ
も
“
粋
”
か
な
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
消
火
活
動
の
目
印
と

と
も
に
仲
間
た
ち
の
士
気
を
鼓
舞
し

て
き
た
ま
と
い
。
無
火
災
は
も
ち
ろ

ん
、
地
元
消
防
団
の
活
動
が
こ
の
先

も
続
く
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら

れ
製
作
さ
れ
た
ま
と
い
は
、
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

防
災
ラ
ジ
オ
は
、
防
災
行
政
無
線

の
放
送
が「
聞
こ
え
な
い
」「
聞
き
取

り
づ
ら
い
」
な
ど
を
解
消
す
る
た
め

に
導
入
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

防
災
情
報
な
ど
を
屋
内
で
も
確
実
に

受
信
で
き
ま
す
。

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
防
災
ラ
ジ
オ
と
は
…

通
常
の
A
M
や
F
M
の
ラ
ジ
オ
放

送
を
聞
い
て
い
る
と
き
で
も
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー
ト
）

や
防
災
行
政
無
線
と
同
じ
内
容
の
放

送
を
受
信
で
き
る
仕
組
み
に
よ
り
、

強
制
的
に
防
災
ラ
ジ
オ
に
切
り
替
わ

り
放
送
が
流
れ
ま
す
。（
※
ス
イ
ッ
チ

が
オ
フ
の
状
態
で
も
自
動
的
に
放
送

さ
れ
ま
す
。）

■
音
声
が
聞
き
取
れ
な
い
方
に
は
…

放
送
内
容
を
文
字
で
表
示
す
る

「
文
字
表
示
型
防
災
ラ
ジ
オ
」（
3
3
，

5
0
0
円
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

購
入
の
際
は
、
補
助
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
※
要
申
請
）

◇
文
字
表
示
機
の
補
助
金

聴
覚
障
が
い
者�

1
1
，0
0
0
円

右
記
以
外
の
者�

8
，0
0
0
円

■
申
し
込
み
と
受
け
取
り
方
法

申
込
用
紙
は
、
防
災
課
窓
口
ま
た

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限

2
月
28
日
（
木
）
ま
で

※
注
文
生
産
の
た
め
、
納
品
ま
で
数

カ
月
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。受
け
取
り
は
、

通
知
に
よ
り
連
絡
し
、
防
災
課
窓
口

で
現
金
と
引
き
換
え
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

防
災
課

防
災
担
当

☎
22
―
7
2
1
8

女
性
で
も
振
れ
る
よ
う
に
軽
量
化

「
ま
と
い
」
を
自
主
製
作
！

「
防
災
ラ
ジ
オ
」

9
次
募
集
の
お
知
ら
せ

防災ラジオ販売価格
17,000円
（消費税・利用料込み）

▲まといの寄贈
（左から髙橋さん、町長、㓛刀吉文消防団長）

（3）平成 31. 2 月号 No.107



1
月
5
日
（
土
）、
ま
す
ほ
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
平
成
31
年
成
人
式

が
開
催
さ
れ
、
平
成
10
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
11
年
4
月
1
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
1
9
1
人
が
、
晴
れ
て

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
艶
や
か
な
振
袖
や
羽
織

袴
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
た
ち
が
、
久
し
ぶ
り
に
会

う
友
人
や
恩
師
ら
と
の
再
会
を
喜

び
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
近
況
を
報

告
し
合
っ
た
り
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
町
長
を
は
じ
め
多
く

の
方
か
ら
の
激
励
の
言
葉
に
、
新
成

人
代
表
の
熊
王
廉
さ
ん（
長
澤
）と
、

赤
池
那
美
さ
ん
（
中
部
）
が
「
多
く

の
方
の
支
え
に
よ
り
、
こ
こ
に
い
る

仲
間
と
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
こ
の
町
で
育
っ
た
と
い
う
誇
り

を
胸
に
、社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ま
っ
す
ぐ
生
き

て
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
す
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
後
に
は
、
国
民
栄
誉

賞
記
念
の
硯
を
制
作
さ
れ
た
、
甲
斐

雨
端
硯
本
舗
13
代
目
で
硯
作
家
の

宮
弥
太
郎
氏（
中
部
）の
講
演
が「
想

像
（
創
造
）
す
る
こ
と
」
と
題
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
  成人

平成 31年成人式実行委員の皆さん

～感謝の気持ちを胸に
輝かしい未来へはばたく～
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加賀美理奈さん
（𣇃米）

田中愛美さん
（鰍沢南）

山本春華さん
（大椚）

小椋ちひろさん
（青柳町）

石原郁弥さん
（町外）

高松由貴さん
（青柳町）

志村華菜美さん
（小林）

鈴木柚香さん
（町外）

深澤蓮さん
（小林）

矢崎翼さん
（最勝寺）

髙橋俊広さん
（鰍沢北）

二
は

十
た

歳
ち

の抱負
新成人の皆さんに、これから挑戦
してみたいことや、夢、目標、成
人式を迎えての抱負などを伺いま
した。

※富士川CATV（11ch）で成人式の模様を放送します。ぜひ、ご覧ください。
放送日程：1月28日（月）～2月3日（日）①午後2時 ②午後7時

野田彩加さん
（青柳町）
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1月5日（土）に行われた成人式で、実行委員長を務めた熊王
廉さんにお話を伺いました。

■現在は何をされていますか？
山梨大学工学部応用化学科で化学系の勉強をしています。

■成人式を迎えて今後挑戦したいことは？
2月24日から1カ月間カナダに留学します。まず留学に挑戦、
異文化に触れることに挑戦し将来のグローバル化に対応できる人
間に育っていきたい。そういうものに挑戦していきたいです。

■将来の目標や夢を教えてください
燃料で水素電池を研究している研究室に行きたいと思ってい
ます。将来は車関係のエンジン部分に携われるような職業につ
きたいと思っています。

■最後にどなたかにひとこと
一番身近な両親に。
20年間ありがとうございました。二

は

十
た

歳
ち

になったからといっ
て完全に大人になりきったというわけではなく、これからの人
生、いろいろ迷惑をかけてしまうかもしれませんが、30年後、
40年後に今度は自分が支えてあげられるようになりたいと思
うので、もう少しだけ見守っていただきたいと思います。

ふ
じ
か
わ
文
芸

【
短

歌
】

葱
ぼ
う
ず
が
こ
ぼ
せ
し
黒
き
種
い
く
つ
ふ
た
た
び
生
え
て
蟻
を
遊
ば
す

	

堀
内

久
子

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
弾
き
終
え
し
娘
の
足
元
に
老
犬
コ
コ
の
じ
っ
と
座
り
ぬ

	

堀
内

竹
子

ひ
き
出
し
に
残
る
夫
の
老
眼
鏡
ど
れ
も
が
合
わ
ず
秋
が
更た

け

て
ゆ
く

	

青
柳

順よ
り

子こ

【
川

柳
】

寂
聴
の
法
話
来
世
に
灯
を
点
し	

小
清
水
梅
子

振
り
返
る
山
に
苦
楽
の
虹
か
か
る	

斉
藤

道
子

鬼
も
い
る
渡
る
世
間
で
会
う
情
け	

河
住
ふ
さ
子

〜両親、家族、先生方
そして地域の皆さんに感謝〜

熊王 廉
れん
さん（長澤）

2月1日（金）〜28日（木）

『町の中の障害者福祉施設
の紹介2』

【放送時間】
午前9時〜、午後9時〜

●お問い合わせ
政策秘書課 広聴広報担当
☎22－7216

健康いきいき情報

富士川CATV
（11ch）

▲新成人を代表し誓いの言葉を述べる
熊王さん

平成 31. 2 月号 No.107（6）



青
柳
町
4
号
公
園
内
の
青
柳
宿
追

分
館
は
現
在
閉
館
し
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
を
、
都
市
公
園
法
第
5
条
の

「
公
園
施
設
の
管
理
許
可
」制
度
を
活

用
し
て
民
間
事
業
者
に
管
理
運
営
を

委
ね
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
り
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
施
設
所
在
地

青
柳
町
2
2
2
番
地
1

▼
対
象
施
設
面
積

建
築
面
積

1
9
5
・
51
㎡

庭
園
を
含
め
た
敷
地
面
積

1
，2
0
7
・
56
㎡

▼
施
設
の
概
要

木
造
瓦
葺
平
屋
建

▼
イ
ン
フ
ラ

上
下
水
道・電
気・プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

▼
新
耐
震
基
準
へ
の
適
合
不
可

▼
付
属
施
設

�

追
分
館
に
付
属
し
て
い
る
物
置
の

管
理
お
よ
び
公
園
内
の
公
衆
ト
イ

レ
の
清
掃
も
対
象
と
し
ま
す
。

▼
施
設
の
用
途

�

都
市
公
園
法
第
2
条
第
2
項
に
規

定
す
る
公
園
施
設
の
う
ち
賑
わ
い

の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
施
設
と

し
ま
す
。

▼
管
理
期
間

10
年

▼
管
理
許
可
使
用
料

�

富
士
川
町
都
市
公
園
条
例
第
14
条

第
1
項
第
1
号
に
定
め
る
使
用
料

▼
資
格
要
件

�

事
業
者（
個
人
を
除
く
）、事
業
者

を
構
成
員
に
含
む
グ
ル
ー
プ
、
任

意
団
体

▼
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
募
集
要
項
等
の
配
布
】

1
月
25
日（
金
）～
2
月
22
日（
金
）

【
現
地
見
学
会
】

2
月
6
日
（
水
）

【
質
疑
受
付
】

2
月
4
日（
月
）～
2
月
13
日（
水
）

【
応
募
資
料
提
出
】

2
月
25
日（
月
）～
3
月
8
日（
金
）

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
選
定
委
員
会
】

3
月
下
旬
頃

【
管
理
開
始
】

6
月
頃

※
各
日
程
は
予
定
で
あ
り
、
変
更
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

▼
配
布
場
所

産
業
振
興
課

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow

n.fujikaw
a.

yam
anashi.jp/

※
必
ず
事
前
に
施
設
の
概
要
や
応
募

方
法
な
ど
を
募
集
要
項
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

☎
22
―
7
2
0
2

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
（
田
、

畑
）
に
、
住
宅
な
ど
を
建
築
す
る
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
振
農
用
地

か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
振
除
外
は
、
該
当
す
る
農
用
地

に
転
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
緊

急
性
お
よ
び
実
現
性
が
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
、
申
し
出
を
受
け
付

け
ま
す
。

た
だ
し
、
受
け
付
け
し
た
も
の
す

べ
て
が
除
外
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
除
外
要
件
】

①�

農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
す
べ
き

土
地
が
な
い
こ
と
。

②�

農
用
地
区
域
内
に
お
け
る
農
用
地

の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率
化
そ

の
他
の
農
業
上
の
利
用
に
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

③�

担
い
手
農
業
者
に
対
し
、
除
外
に

よ
り
、
安
定
的
な
農
業
、
経
営
す

る
一
団
の
農
用
地
の
集
団
化
、
農

地
の
利
用
集
積
に
支
障
を
及
ぼ
さ

な
い
こ
と
。

④�
農
用
地
区
域
内
の
農
業
用
施
設
の

機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

⑤�

土
地
改
良
事
業（
ほ
場
整
備
事
業
、

か
ん
が
い
排
水
事
業
等
）
の
全
工

区
の
工
事
が
完
了
し
、
公
告
さ
れ

て
か
ら
8
年
を
経
過
し
た
土
地
で

あ
る
こ
と
。

【
受
付
期
日
】

◇
期
間
2
月
1
日
（
金
）
～
3
月

1
日
（
金
）（
土
日
祝
日
を
除
く
）

◇
時
間
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分

【
申
出
方
法
】

「
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
」に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要
書

類
を
添
付
し
、
産
業
振
興
課
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
申
出
書
は
、
産
業
振
興
課
に
備
え

付
け
て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
出
書
の
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も
産

業
振
興
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
受
付
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

農
林
振
興
担
当

☎
22
―
7
2
0
2

法務大臣表彰受賞
◆保護司

長年にわたり罪を犯した
人の更生支援や地域の犯罪
予防に積極的に寄与された
功績が認められました。

青
柳
宿

追
分
館

管
理
運
営
事
業
者
の
募
集
に
つ
い
て

農
業
振
興
地
域（
農
振
）の

除
外
申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す

阿 文子 氏（鰍沢中）
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平成 31年 4月使用分から

簡易水道料金を改定します
町では、安全安心な水道水の安定供給を目指し、水道施設の維持・管理、改善を行っていますが、老朽化が進行
している管路などの更新には多額の費用が必要となっています。
また、経費の削減や効率的な事業運営に努めていますが、人口減少などを起因とする料金収入（給水収益）が減
少しているなか、継続可能な事業運営を見据え財源の確保を図るため、簡易水道料金を改定します。

※簡易水道料金改定給水区域
改定する給水区域は次の表のとおりです。

事 業 名 称 給 水 区 域

①平林簡易水道 平林区（栃窪を除く）

②穂積簡易水道 小室地区（矢川、泊平を除く）、仙洞田地区

③中部簡易水道 鬼島地区、箱原地区、鹿島地区

④鳥屋柳川簡易水道 鳥屋地区、柳川地区、久保沢地区

⑤十谷簡易水道 十谷地区

⑥営農飲雑用水 天戸地区、国見平地区、長知沢地区、日向町地区、梅久保地区

近年の人口減少・高齢化・節水意識の向上や節水器具の普及により使用水量が減り、
料金収入も減少しています。しかし、水道施設・設備の老朽化による更新や修繕を行っ
ていくためには、多額な費用が必要です。
簡易水道事業は上水道事業と比べ著しく料金収入（給水収益）が少ないため、一般会
計からの繰入金がなければ経営が成り立たない状況です。
現在の簡易水道料金は、平成29年度に第一段階として改定を実施しましたが、その
際、一部の料金が異なっていました。
こうしたことから町では、水道料金等審議会に、第二段階として簡易水道料金を統一
する内容の改定について諮問を行い、審議会から「財政状況および今後の見通しなどを
熟慮するなかで、平成31年4月使用分から改定することが望ましい」との答申を受け
ました。使用者負担の公平性を保ち、持続可能な簡易水道事業経営を行うため、簡易水
道料金を改定させていただきます。

【水道料金改定の理由】

平成 31. 2 月号 No.107（8）



4 月使用分からの新料金

■メーター使用料
※対象事業：①平林、②穂積、③中部、④鳥屋柳川、⑤十谷、⑥営農飲雑用水

口径
使用料

13mm 20mm 25mm 30mm 40mm 50mm 75mm 100mm

従来料金【円】 60 120 140 220 270 1,200 1,400 1,800

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

新料金【円】
（消費税別途） 66 132 154 242 297 1,320 1,540 1,980

■⑥営農飲雑用水加入者負担金
※新規に水道を引く場合にかかる料金です。

口径
使用料

13mm 20mm 25mm 30mm 40mm 50mm

従来料金【円】 50,000 55,000 60,000 65,000 70,000 75,000

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

新料金【円】
（消費税別途） 80,000 160,000 400,000 廃止 900,000 1,500,000

●お問い合わせ 上下水道課 簡易水道担当 ☎22−7204

■基本料金、超過料金
※⑥営農飲雑用水の基本料金、超過料金の料金改定はありません。

事業名称 従来使用料（消費税別途） 新料金（消費税別途）

①平林簡易水道
10㎥まで（基本料）� 880 円 ⇒ 10㎥まで（基本料）� 880 円
11㎥〜（1㎥あたり）� 70 円 11㎥〜（1㎥あたり）� 95 円

②穂積簡易水道
10㎥まで（基本料）� 700 円 ⇒ 10㎥まで（基本料）� 880 円
11㎥〜（1㎥あたり）� 70 円 11㎥〜（1㎥あたり）� 95 円

③中部簡易水道
10㎥まで（基本料）� 880 円 ⇒ 10㎥まで（基本料）� 880 円
11㎥〜（1㎥あたり）� 70 円 11㎥〜（1㎥あたり）� 95 円

④鳥屋柳川簡易水道
10㎥まで（基本料）� 880 円 ⇒ 10㎥まで（基本料）� 880 円
11㎥〜（1㎥あたり）� 70 円 11㎥〜（1㎥あたり）� 95 円

⑤十谷簡易水道
10㎥まで（基本料）� 850 円 ⇒ 10㎥まで（基本料）� 880 円
11㎥〜（1㎥あたり）� 70 円 11㎥〜（1㎥あたり）� 95 円

改定内容
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平
成
31
年
1
月
1
日
現
在
、
町
に

住
所
を
有
す
る
方
は
、
前
年
中
（
平

成
30
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
）
の
所
得
の
申
告
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
町
民
税
や
国
民
健

康
保
険
税
な
ど
の
算
定
や
扶
養
家
族

の
確
認
、
ま
た
各
種
証
明
書
交
付
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
収
入

が
な
か
っ
た
方
も
「
町
民
税
・
県
民

税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

町
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

  

申
告
が
必
要
な
方

▼
町
か
ら
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
が
送
付
さ

れ
た
方

▼
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方▼
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非

課
税
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
方

▼
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
や
病
気
、
失

業
、
学
生
な
ど
で
昨
年
中
に
所
得
が

な
か
っ
た
方

  

申
告
に
関
す
る
お
願
い

▼
申
告
者
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
番
号
確
認
と
身
元
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
通
知

カ
ー
ド
＋
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
な
ど
）」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
中
に
提
出
で
き
な
い
場
合

は
、
3
月
15
日
（
金
）
ま
で
（
土
日

は
除
く
）
に
受
付
場
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
確
定
申
告
の
受
付
期
間
中

（
2
月
18
日
～
3
月
15
日
）は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

集
中
受
付
期
間
中
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
申
告
が
必
要
な
方
で
町
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
が
届
い
て

い
な
い
方
や
、
必
要
書
類
な
ど
で
ご

不
明
な
場
合
は
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
申
告
（
確
定
申
告
）

所
得
税
確
定
申
告
が
必
要
な
方

次
の
事
項
に
あ
て
は
ま
る
方
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
書
」
が

送
付
さ
れ
た
方

▼
土
地
・
建
物
の
譲
渡
や
交
換
を
さ

れ
た
方
（
土
地
収
用
事
業
を
含
む
）

【
給
与
所
得
の
方
】

▼
給
与
の
収
入
金
額
が
2
，0

�
0
�0�

万
円
を
超
え
る
方

▼
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

▼
給
与
の
支
払
い
を
2
カ
所
以
上
か

ら
受
け
て
い
る
方

▼
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

【
事
業
所
得
、不
動
産
所
得
が
あ
る
な

ど
】

▼
1
年
間
の
合
計
所
得
金
額
が
所
得

控
除
額
の
合
計
を
超
え
る
方

【
そ
の
ほ
か
、確
定
申
告
が
必
要
に
な

る
方
】

▼
10
万
円
を
超
え
る
医
療
費
を
支

払
っ
た
方
（
一
部
の
方
を
除
く
）

▼
災
害
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
方

（
税
務
署
で
の
申
告
と
な
り
ま
す
）

▼
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
を

し
て
い
な
い
方

▼
生
命
保
険
の
満
期
保
険
金
な
ど
を

受
け
取
っ
た
方

▼
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
方
（
事
前

に
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た
方
を
除

く
）確

定
申
告
が
必
要
で
な
い

公
的
年
金
受
給
者

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公

的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要

で
す
。（
町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健

康
保
険
税
申
告
書
の
提
出
は
必
要
で

す
。）なお

、
こ
の
場
合
で
も
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
方
は
、
還
付
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

申告
受

付

期

間

2
月
4
日（
月
）～
3
月
15
日（
金
）

※
土
日
・
祝
日
は
除
く

町
民
税
・
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す

集中受付期間

2月4日（月）
～2月12日（火）
（土日祝日は除く）

【受付時間】
午前8時30分～

午後5時15分
【受付場所】
・本庁舎1階

税務課
・教育文化会館

鰍沢サービスセンター
※この期間は、所得税確定申告
の受付はできません。
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所得税確定申告の相談受付
2月18日（月）～3月15日（金） ※土日は除く

対 象 地 区 受 付 日 申告会場 受付時間
最 勝 寺 2月 20日㈬ 終日 3月   1 日㈮ 午後

役場本庁舎
南別館

【午前】
9時～ 11時
【午後】
1時 15分～ 4時

【終日】
午前 9時～ 11時
午後 1時 15分

～ 4時

天 神 中 條 2月 19日㈫ 終日 3月   5 日㈫ 午後
大 久 保

2月 26日㈫ 終日 3月   7 日㈭ 午前
平 林
𣇃 米 2月 28日㈭ 午前 3月 11日㈪ 終日
小 林 2月 18日㈪ 終日 3月   5 日㈫ 午前
長 澤 2月 27日㈬ 終日 3月 12日㈫ 午前
大 椚

2月 21日㈭ 午前 3月   6 日㈬ 終日
穂 積
青柳町1・2丁目 2月 25日㈪ 終日 3月   8 日㈮ 午後
青柳町3～5丁目 2月 22日㈮ 午後 3月   4 日㈪ 終日
鰍沢北・鰍沢中・
中 部 2月 21日㈭ 午後 3月   1 日㈮ 午前 教育文化会館

（教育委員会）
2階鰍 沢 南 ・ 五 開 2月 22日㈮ 午前 2月 28日㈭ 午後

鰍 沢 全 地 区 3月   7 日㈭ 午後 3月   8 日㈮ 午前

町 内 全 地 区 3月 12日㈫ 午後、
3月 13日㈬・3月 14日㈭・3月 15日㈮ 終日

役場本庁舎
南別館

◆役場に所得税確定申告書を提出する際には、申告者の「マイナンバーカード」または「通知カード＋身分証明書
（運転免許証など）」の提示が必要となります。
◆収支内訳書や医療費控除の明細書が必要になる方は、事前に作成してお持ちください。
◆混雑を避けるため、できる限り地区別受付日に申告書の提出をお願いします。
◆期間中は窓口が大変混雑します。必要書類が不明な場合は、あらかじめお問い合わせください。
◆申告相談でお持ちいただく時間をできるだけ短くするために、証明書などは事前にご準備ください。

○青色申告
○自営業、農業、不動産業所得の申告で、初めての方
○譲渡所得（土地・建物・株式）に関する申告
○株式（配当・譲渡）に関する申告
○住宅取得控除を初めて申告される方
○繰越損失がある場合の申告
○生命保険満期金の申告
○平成30年分以外（過年度）の申告
○相続税・贈与税・消費税の申告
○雑損控除、先物取引や投資信託に関する申告
※申告内容が複雑な場合は、鰍沢税務署での申告をお願いする場合もあります。ご了承ください。

●お問い合わせ
【所得税】 鰍沢税務署 ☎22－3191（自動音声でご案内します。）
【町・県民税】 税務課 住民税担当 ☎22－7205

〈原則、「鰍沢税務署」での申告となるもの〉

〈 お 願 い 〉
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Information

いきいき百歳体操グループ交流会開催
日々の不安や出来るようになったことなどを、講師
の方や皆さんで楽しく話しながら百歳体操を行いま
しょう。ぜひ、ご参加ください。

◇日 時 2月28日（木）
午後1時30分～3時30分

◇場 所 町民会館3階ホール
◇内 容 いきいき百歳体操

歯科衛生士によるお口の健口教室
◇対象者 百歳体操を行っている方、興味がある方

●お申し込み・お問い合わせ
地域包括支援センター ☎22－4615

町営住宅入居者募集
団地名 募集戸数 建設年度 構 造 家賃（月額） 備 考

大久保 1戸（3F） S62 中耐 4階建 16,800 ～
25,000 円

3DK
71.79㎡

◆入居募集締切 2月12日（火） 午後3時

◇�申込書および申し込みの案内は都市整備課（役場東
別館分館2階）に備え付けてあります。
◇�申込時には、用意していただく書類が多数あります。
不備がある場合は受け付けをいたしませんので、ご
注意ください。
◇所得の上限などいくつかの資格要件があります。
◇�応募者多数の場合は、選考および抽選のうえ入居者
を決定します。
◇�募集期間内に応募がない場合は、以降常時募集とな
ります。
◇�申込受付は、平日午前9時から午後4時（最終日締
切は午後3時）とさせていただきます。
◇入居可能日は、5月中旬を予定しています。

●お申し込み・お問い合わせ
都市整備課 住宅担当 ☎22－7214

非常勤嘱託職員および臨時職員募集
町では、次の職種の非常勤嘱託職員および臨時職員
を各1人募集します。

■採用期間および募集期間
［採］4月1日（月）～平成32年3月31日（火）
［募］2月1日（金）～14日（木）
■共通応募資格	 概ね60歳までの身体健康な方
	 �要普通運転免許（土木作業員および下水

道業務員はAT限定は除く）
	 町内在住（調理員は除く）
■選考方法	 面接
■申込方法	 �履歴書、資格が必要な職種は資格が分か

る書類の写しを添付し、財務課へ提出し
てください。

▶土木整備作業員	【業務内容】道路維持、補修など

▶保育士（保育所）	【応募資格】保育士資格を有する方

▶下水道業務員	 �【業務内容】下水道および浄化槽に
係る業務（施設点検、下水メーター
検針業務、草刈など）

▶調理員（学校）	 【業務内容】学校給食調理

▶用務員（学校）	 【業務内容】学校用務

●お申し込み・お問い合わせ
財務課 人事給与担当 ☎22－7201

パート職員（水道検針員）募集
町では、水道検針員のパート職員を1人募集します。

■採 用 日	 2月26日（火）
■募集期間	 2月1日（金）～14日（木）
■応募資格	 �概ね60歳までの身体健康な方、要普通

運転免許、町内在住
■選考方法	 面接
■申込方法	 履歴書を上下水道課へ提出してください。
【業務内容】水道検針業務（毎月実施、1件につき70円）

●お申し込み・お問い合わせ
上下水道課 上水道担当 ☎22－7204

※�新元号が定められていないため、平成 31年 5月以降
の元号についても「平成」を使用しています。

※�非常勤嘱託職員および臨時職員、パート職員の採用者
がいない場合は募集期間を延長し、決定次第締め切り
とさせていただきますので、お問い合わせください。

お知らせ
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11
月
利
用
分

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

11/3 大椚区区民運動会 100 50 3.85 0.28

〃 体協大椚支部大椚区民大運動会 520 520 40.04 2.86

〃 小林八幡神社祭典 430 300 23.10 1.65

〃 青柳5丁目諏訪神社祭典 620 520 40.04 2.86

〃 東親会催し 165 165 12.71 0.91

11/4 隆運寺七面大明神大祭 1,150 930 71.61 5.12

11/11 第9回甲州富士川まつり 9,600 7,000 539.00 38.50

11/16 森のようちえん きらきら星 給食会 170 120 9.24 0.7

11/17 徳林寺鬼子母神さま大祭 233 193 14.86 1.1

11/17〜18 南アルプスロングライド2018 2,850 1,650 127.05 9.1

11/18 第28回ゆずの里まつり 2,990 2,670 205.59 14.7

〃 大柳川やすらぎの里もみじ祭り 1,250 600 46.20 3.3

11/23 蓮華寺もみじまつり 220 180 13.86 1.0

11/25 青柳区5丁目福祉健康まつり 220 120 9.24 0.7

〃 氷室の郷ふれあいまつり 1,910 1,910 147.07 10.5

〃 𣇃米地区の史跡巡り 160 160 12.32 0.9

合計 22,588 17,088 1315.78 94

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

月の観察会開催
普段、肉眼でははっきりと見ることができないク
レーターや月の海を天体望遠鏡で見てみませんか？
説明員がおりますので、初めての方でも心配いりませ
ん。
こたつを用意していますので、温まりながら月を眺
めてゆっくりすることができます。
お申し込みは不要ですので、どなたでもお気軽にお
立ち寄りください。

◇開催日 2月13日（水）・14日（木）
◇時 間 �午後6時から8時まで行いますので、お好

きな時間にお越しください。
◇場 所 町民会館駐車場
◇参加料 無料
※小学生以下の方は、保護者同伴でお越しください。
※�雨天・風・曇りで月が見えないときは、中止する場
合があります。

●お問い合わせ
生涯学習課 社会教育担当 ☎22−5361

第8回
富士川ウォーキング・ロードレース大会
◇日 時	 3月17日（日） 午前8時30分受付
◇場 所	 富士川ふれあいスポーツ公園
◇参 加 料	 1人500円 1家族1,000円
	 ※当日徴収します。
◇種 目
・ロードレース（3km）
小学3年生以上（保護者同伴）、中学生
・ロードレース（5km）一般
・ウォーキング（3km・5km・6.2km）
◇コ ー ス	 富士川ふれあいスポーツ公園〜親水公園
◇申込締切	 3月8日（金）

●お申し込み・お問い合わせ
かじまるスポーツクラブ事務局（教育委員会内）
☎22−5361

伝統文化子ども教室合同発表会
おことくらぶ・茶道教室の合同発表会を、次のとお
り開催します。
入場無料ですので、お気軽にご来場ください。

◇日 時 2月23日（土）午前10時開演
◇場 所 町民会館

●お問い合わせ
生涯学習課 社会教育担当 ☎22−5361

▲望遠鏡から見た月の様子（平成 30年 2月 23 日撮影）
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軽スポ ツ教

フラバールバレーボール体験教室
軽スポーツ教室

フラバールバレーボール体験教室

平
成
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年
度
の
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務
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、
1
月
7
日
（
月
）
に
住

民
評
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ら
町
長
へ
報
告
書
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さ
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ま
し
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。

事
務
事
業
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価
は
、
行
財
政
改
革
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一
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と
し
て
、
各
種
事
務
事
業
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直
し
を
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、
限
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れ
た
財
源
を

効
果
的
、
効
率
的
に
活
用
し
て
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

た
め
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す
。

今
回
対
象
と
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た
8
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業
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次

の
と
お
り
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さ
れ
ま
し
た
。

・「
継
続
」
6
事
業

・「
改
善
」
2
事
業

町
で
は
、
こ
の
報
告
を
受
け
て
、

平
成
31
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ
、

町
民
の
視
点
に
立
っ
た
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
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供
を
目
指
し
ま
す
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※
評
価
結
果
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

参加料
無料

フラバールバレーボールとは、バレーボールとテニスをあわせたようなルールで楕円形のボールを使用する軽ス
ポーツです。不規則なバウンドをするので、何が起こるか予測できません。
皆さんで楽しめますので、ぜひご参加ください。

◇日 時	 2月15日（金） 午後7時30分～9時（受付 午後7時～）
◇場 所	 鰍沢中学校体育館
◇講 師	 町スポーツ推進委員協議会
◇申込締切	 2月12日（火）
◇そ の 他	 運動のできる服装・体育館履き・タオル・飲み物

●お申し込み・お問い合わせ
生涯学習課 社会体育担当（町スポーツ推進委員協議会事務局）
☎22－5361 FAX 22－5392

町食生活改善推進員新メンバーの紹介！
今年度食生活改善推進員養成講座に9人が参加し、全員卒業され、町の会員は
89人となりました。卒業生は、来年度から『食』を中心とした地域の健康づくり
のための活動を会員と一緒に行っていきます。
参加された方々からは、「自分の食生活を見直し、健康について考えることがで
きた」「健康づくりには年齢ではなく、気持ちが大事」「学んだことを友人や地域
に伝えていきたい」などの嬉しい感想をいただきました。

養成講座については、来年度も行う予
定です。開催時期などの詳細については、決まり次第お知らせします。
「食改さん」に興味・関心がある方のご参加をお待ちしています。

●お問い合わせ 福祉保健課 健康増進担当 ☎22－7207

▲調理実習の様子

◀新メンバーの皆さん
（上左から）吉武みどりさん、赤志啓子さん、秋山順子さん、笠井加奈子さん
（下左から）望月友美さん、中込正子さん、原美紀子さん、深沢祐子さん
（丸写真）笠井千尋さん

▲（左から）川住道夫副委員長、神田正治委
員長、町長

町
独
自
の

事
務
事
業
評
価
を
実
施
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平成 3 ・32 年度 規 事等受注 望者 録について

［12月分］

工 事 名 ・ 件 名 場 所 落札金額（円）
（消費税抜） 落 札 者

町内小中学校 ICT機器賃貸借に係る物品指定 富 士 川 町 18,550,000 ㈱ YSK e - c o m

第 3水源取水ポンプ・殿原水源送水ポンプ取替工事 最 勝 寺 8,200,000 ㈱関東日立 山梨支社

町営梅林団地住宅解体工事 鰍 沢 760,000 ㈲ リ サ イ ク ル

大法師公園桜等枯木伐採工事 鰍 沢 900,000 峡 南 森 林 組 合

農道宿東藤田池線舗装打換工事 大 椚 1,960,000 高 野 工 業 ㈱

下水道工事に伴う舗装復旧工事（その 3） 𣇃 米 3,350,000 高 野 工 業 ㈱

町道鬼島通学線道路改良工事 鰍 沢 1,950,000 栄 建 設 工 業 ㈱

鰍沢小学校ブロック塀撤去改修工事 鰍 沢 4,100,000 鶴 田 組 建 設 ㈲

増穂南小学校ブロック塀撤去改修工事 小 室 1,940,000 井 上 建 設 ㈱

青柳汚水枝線 32－2－30－7 号管布設工事 天 神 中 條 5,830,000 ㈲ 井 上 興 業

児童センター備品購入 最 勝 寺 5,400,000 ㈱ マ ル ア イ 産 機

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

平成 31・32 年度小規模工事等受注希望者登録について

町が発注する工事・物品・業務委託などの受注を希望する事業者は、「競争入札参加資格定期審査」を受ける必要
がありますが、町内事業者を積極的に活用し受注機会の拡大を図ることを目的として、1件あたり50万円未満の発
注に限定し受注を希望する町内事業者を登録する制度を設けています。
平成31・32年度の登録受付を次のとおり行いますので、登録希望者は申請書および必要書類をご提出ください。

◇登録資格要件
〈登録できる方〉
⑴町内に主たる事業所または住所を有するもの
⑵�希望業種を履行するために必要な資格および免
許を有するもの

〈登録できない方〉
⑴�成年被後見人、被保佐人および破産者で復権を
得ていないもの
⑵�富士川町競争入札参加者資格者名簿に登載され
ているもの
⑶町税を滞納しているもの

◇受付期間 2月1日（金）～随時受付
◇提出方法 郵送または持参

〒400－0592 富士川町天神中條1134番地 富士川町役場 管財課 契約担当
◇登録の有効期間 平成31年4月1日～平成33年3月31日
◇提出書類
⑴小規模工事等受注希望者登録申請書（様式第1号）
※様式は、町ホームページからダウンロードすることができるほか、町担当窓口でも配布しています。
⑵〈法人の場合〉登記事項証明書 〈個人の場合〉身分証明書の写し
⑶資格および免許等が必要な業種を希望する場合 資格者証や免許証等写し
⑷納税証明書 ※申請日において、発行日から3か月以内の滞納のない証明
◇その他
�申請書類を審査し、適格と認めた事業者は登録者名簿に登載しますが、登録することにより町からの受注を確保
するものではありません。

●提出・お問い合わせ 管財課 契約担当 ☎22－7206
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町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で

は
、「
ぴ
ゅ
あ
峡
南
出
前
講
座
」を
活

用
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

『
勇
気
づ
け
の
子
育
て
・
親
育
て
』

勇
気
づ
け
の
子
育
て
は
、
子
ど
も

が
自
立
で
き
、
社
会
と
調
和
し
て
生

き
て
い
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

子
育
て
の
ス
キ
ル
は
い
く
ら
学
ん

で
も
、
親
子
関
係
が
良
く
な
い
と
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
ス
キ
ル
だ
け
で
は

な
く
「
相
互
尊
敬
・
相
互
信
頼
と
な

る
た
め
に
は
ど
う
す
る
の
か
？
」
を

具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
気
付
か
な

か
っ
た
子
ど
も
の
こ
と
、
あ
な
た
自

身
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
目

か
ら
ウ
ロ
コ
の
講
座
で
す
。

◇
日
時

2
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◇
場
所

か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン
タ
ー

◇
講
師

ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト
山
梨
代
表

手
島
羽
ツ
枝
さ
ん

◇
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、
2
月
8

日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
お
申
し
込
み

政
策
秘
書
課

秘
書
担
当

☎
22
―
7
2
1
6

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

元
・
幼
稚
園
教
諭
。
果
樹
農
家

に
嫁
ぎ
3
人
の
子
ど
も
の
母
親
。

子
ど
も
が
小
学
生
の
時
子
育
て

に
悩
み
、
勇
気
づ
け
の
親
子
関
係

セ
ミ
ナ
ー
「SM

ILE

（
ス
マ
イ

ル
）」を
受
講
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
を
学
ぶ
。

現
在
、
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
を

ベ
ー
ス
と
し
た
ほ
め
ず・怒
ら
ず・

勇
気
づ
け
る
「
勇
気
づ
け
の
子
育

て
法
」
を
子
育
て
中
の
親
や
教
育

関
係
者
へ
伝
え
る
活
動
を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
。

今
回
は
外
科
領
域
に
お
け
る
「
ヘ

ル
ニ
ア
」
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「ヘ

ル
ニ
ア
」と
は
、狭
い
と
こ
ろ

に
組
織
が
通
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

外
科
領
域
で
は
鼠そ

径け
い

部
ヘ
ル
ニ

ア
、
腹
壁
瘢
痕
ヘ
ル
ニ
ア
、
閉
鎖
孔

ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
が
あ
り
、
一
般
的
に

「
脱
腸
」と
呼
ば
れ
る
疾
患
で
す
。
治

療
は
外
科
手
術
と
な
り
ま
す
が
、
小

児
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
成
人
の
鼠
径
ヘ

ル
ニ
ア
は
、
特
徴
お
よ
び
治
療
が
若

干
異
な
り
ま
す
。

今
回
は
成
人
の
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

［
鼠
径
部
ヘ
ル
ニ
ア
］

足
の
付
け
根
の
「
鼠
径
部
」
が
お

な
か
に
力
を
入
れ
る
と
膨
ら
む
、
常

に
膨
ら
ん
で
い
る
状
態
、
痛
み
を
訴

え
て
外
来
受
診
す
る
方
も
お
り
、
中

高
年
で
男
性
に
多
い
。

鼠
径
部
の
ヘ
ル
ニ
ア
に
は
種
類
が

あ
り
ま
す
。

○
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

・
外
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

腸
が
膨
ら
む
部
分
に
は
ま
り
込
ん

で
し
ま
い
、抜
け
な
く
な
る
状
態（
＝

嵌か
ん

頓と
ん

）
で
緊
急
手
術
と
な
る
こ
と
が

あ
る
。
腸
閉
塞
症
状（
腹
痛
、嘔
吐
）

が
出
て
、
放
置
す
る
と
腸
に
血
流
障

害
が
起
き
て
壊
死
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
。

・
内
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

筋
肉
が
弱
く
な
っ
た
高
齢
者
に
多

く
、
嵌
頓
は
し
に
く
い
。

○
大
腿
ヘ
ル
ニ
ア

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
よ
り
や
や
足
側
が

膨
ら
み
、
嵌
頓
す
る
こ
と
が
多
く
緊

急
手
術
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

〈
治
療
〉前
方
ア
プ
ロ
ー
チ
、腹
腔
鏡

下
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
（
い
ず
れ
も

術
後
数
日
で
退
院
可
能
。）

［
腹
壁
瘢
痕
ヘ
ル
ニ
ア
］

手
術
の
傷
の
部
分
が
膨
ら
ん
で
し

ま
う
状
態
。

〈
治
療
〉全
身
麻
酔
下
に
手
術
し
、筋

膜
を
閉
じ
る
か
メ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
で

補
強
す
る
。

［
閉
鎖
孔
ヘ
ル
ニ
ア
］

骨
盤
に
あ
る
閉
鎖
孔
に
腸
が
は
ま

り
込
ん
で
し
ま
い
、
腸
閉
塞
症
状
が

出
る
。
高
齢
の
女
性
に
多
く
、
緊
急

手
術
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
外
見
で

は
診
断
し
に
く
く
、
C
T
検
査
で
診

断
す
る
。

〈
治
療
〉全
身
麻
酔
下
に
開
腹
し
、は

ま
り
込
ん
だ
腸
管
を
は
ず
し
、
腸
管

壊
死
が
あ
る
場
合
は
切
除
す
る
。

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
比
較
的
多
い
疾

患
で
、
当
科
で
も
年
数
十
例
の
手
術

症
例
が
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
方
は
、
外
科
外
来
に
相

談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

今月は富士川病院 外
科主任医長 須貝英光
医師が担当です

「ぴゅあ峡南出前講座」
講演会のお知らせ

富士川町
男女共同参画推進委員会

健
康
い
き
い
き
情
報

～
ヘ
ル
ニ
ア
の
話
～

▲講師：手島羽ツ枝さん
（スマイルネット山梨代表）

鼠径ヘルニア

大腿ヘルニア

参
加
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
！
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100歳のお誕生日
おめでとうございます

元旦に輝くダイヤモンド富士

ゆずで交通安全呼びかけ 郷土料理「みみ」をふるまう

1 月 2日（水）、島
田廣子さん（鰍沢中）
がめでたく 100 歳
の誕生日を迎えられ
ました。ケアハウス
では編み物をしたり
絵を描いたり、お友
達とのおしゃべりな
ど楽しい日々を過ご
され、美味しくごは
んも食べられますと
いう島田さん。これ
からも元気で長生き
してください。

1月 1日（火）
早朝、今年も髙下
地区「日出づる里」
には、初日の出に
ダイヤモンド富士
を見ようと、県内
外から多くのカメ
ラマンや観光客が
訪れました。中腹
より下は雲に隠れ
てしまいました
が、詩人高村光太
郎が感嘆した美し
い富士からの神々
しい初日の出を拝
み、素晴らしい新
年のスタートとな
りました。

12 月 19 日（水）、道の駅富士川
において、年末の交通事故防止県民
運動の一環として、町内の交通関係
機関が合同で、交通安全を呼びかけ
るゆずっ子街頭指導を行いました。
冬至を前に町特産のゆずを配りなが
ら「ゆずり合いの気持ちで交通安全を」と呼びかけま
した。

12 月 23 日
（日）、拓殖大学と
県立大学の「地域
創生の新しいカタ
チづくり」をテー
マに研究活動を
行っている教授と
学生 16 人が、町
の郷土料理「みみ」
を食べて知っ
てもらおう
と、髙下地区
において、ダ
イヤモンド富
士を見に訪れ
た方に「みみ」
を振る舞いま
した。

▲県外から訪れた皆さん

富
士
川
町
・
南
ア
ル
プ
ス
市
・
中

央
市
で
構
成
し
て
い
る
「
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
甲
府
駅
西
部
沿
線
地
域
活

性
化
対
策
協
議
会
」
が
1
月
7
日

（
月
）、
山
梨
県
に
対
し
て
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

《
山
梨
県
へ
の
要
望
事
項
》

◎�

市
町
村
振
興
資
金
の
貸
付
総
額
枠

の
拡
大
等
に
つ
い
て

◎�

合
併
推
進
債
の
期
限
延
長
に
つ
い

て
◎
支
援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

◎
土
地
利
用
に
つ
い
て

◎
環
境
基
準
の
類
型
指
定
に
つ
い
て▲県総務部長へ要望書を提出

リ
ニ
ア
建
設
に
伴
う
公
共
施

設
移
転
の
財
源
確
保
に
つ
い

て
要
望

リ
ニ
ア
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富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811 FAX 22−8815
Mail  info@fbkh.jp

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

コ
ロ
ッ
ケ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
笑
う
顔
に
は
福
来
た
る
！
〜

■
1
月
26
日
（
土
）
発
売
開
始
！

も
の
ま
ね
で
大
人
気
の
コ
ロ
ッ
ケ

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

◇
開
催
日
3
月
23
日
（
土
）

◇
開
催
時
間

〈
昼
の
部
〉
午
後
2
時

〈
夜
の
部
〉
午
後
5
時
30
分

◇
鑑
賞
料
全
席
指
定

・
前
売
り
券

5
，5
0
0
円

・
当
日
券

6
，0
0
0
円

（
友
の
会
会
員

5
，2
0
0
円
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

ス
イ
ー
ツ
ク
ラ
シ
ッ
ク

V
ol.15

■
2
月
16
日
（
土
）
発
売
開
始
！

音
楽
ホ
ー
ル
で
の
本
格
的
な
環
境

で
室
内
楽
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

◇
開
催
日
3
月
16
日
（
土
）

◇
開
催
時
間

・
ス
イ
ー
ツ
タ
イ
ム

午
後
2
時

・
コ
ン
サ
ー
ト

午
後
3
時

◇
鑑
賞
料
全
席
自
由

・
コ
ン
サ
ー
ト
の
み

1
，0
0
0
円

（
友
の
会
会
員
9
0
0
円
）

・
ス
イ
ー
ツ
付
き
（
限
定
60
枚
）

1
，5
0
0
円

（
友
の
会
会
員
1
，3
0
0
円
）

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
出
演

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ル

フ
ィ
ー
ネ（
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）、

依
田
浩
（
ピ
ア
ノ
）

【
共
催
イ
ベ
ン
ト
】

富
士
川
町
よ
し
も
と
ふ
る
さ

と
劇
団
＆
よ
し
も
と
お
笑
い

公
演

第
3
回
公
演
開
催
！

◇
開
催
日
2
月
9
日
（
土
）

◇
開
催
時
間
午
後
3
時

◇
鑑
賞
料

〈
大
人
〉

・
前
売
り
券

2
，0
0
0
円

・
当
日
券

2
，5
0
0
円

〈
60
歳
以
上
〉

・
前
売
り
券

1
，5
0
0
円

・
当
日
券

2
，0
0
0
円

〈
中
高
生
〉

・
前
売
り
券

1
，0
0
0
円

・
当
日
券

1
，5
0
0
円

〈
小
学
生
以
下
〉

・
前
売
り
券

5
0
0
円

・
当
日
券

1
，0
0
0
円

※
4
歳
以
下
、
膝
上
無
料

◇
内
容

〈
一
部
〉

富
士
川
町
ふ
る
さ
と
劇
団
公
演

〈
二
部
〉

よ
し
も
と
お
笑
い
公
演

・
ダ
ン
ビ
ラ
ム
ー
チ
ョ

・
G
O
!
皆
川

・
2
7
0
0

・�
ぴ
っ
か
り
高
木
と
い
し
い
そ
う

た
ろ
う

●
主
催
・
お
問
い
合
わ
せ

富
士
川
町
よ
し
も
と
ふ
る
さ
と
劇

団
事
務
局

〈
e
メ
ー
ル
〉

fujikaw
afurusato@

gm
ail.com

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

平
成
31
年
7
月
分
の
貸
館
受
付

◇
開
始
日
2
月
1
日
（
金
）
午
前

9
時
30
分
に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。以

降
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

※
新
元
号
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
平
成
31
年
5
月
以
降
の
元
号
に

つ
い
て
も
「
平
成
」
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

NEWS
ますほ文化ホール

「スタインウェイ」を弾こう♪
ピアノの最高峰スタインウェイを弾
いてみませんか。

◇利用料 30 分 1,080 円
◇対 象 小学生以上（小学生は

保護者の同伴が必要です）
※事前の申し込みが必要です。

▲スイーツクラシック演奏

町制 10周年記念
特別企画！
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【一般書】
『名もなき星の哀歌』結城真一郎著
★第 5回新潮ミステリー大賞

『わるもん』須賀ケイ著
★第 42回すばる文学賞

『永遠の詩情』森村誠一著 『東京の子』藤井太洋著
『烏籠の小娘』千早茜著 『木曜日の子ども』重松清著
『雷雲の龍 会津に吼える』吉川永青著
『まつらひ』村山由佳著 『この道』古井由吉著
『ジャップ・ン・ロール・ヒーロー』鴻池留衣著
『戦場のレビヤタン』砂川文次著
『新章 神様のカルテ』夏川草介著 『駒音高く』佐川光晴著
『永田町 小町バトル』西條奈加著

【児童書】
『えらいこっちゃのいちねんせい』
『どんぶりん』『つらら』ふしぎいっぱい写真絵本
『さらわれたオレオマーガリン王子』『ウィリーのぼうけん』

【映画化】
『七つの会議』池井戸潤著（2/1 公開）
『フォルトゥナの瞳』百田尚樹著（2/15 公開）

税金は納期限内に納めましょう !!
町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします

～ 12月は差押 15 件を実施 ～
納付・連絡がない場合は「滞納処分」を執行します。
給与や年金の一部を差押える場合や、自動車を差押える場合もあります。
滞納処分等の件数 【期間：H30.4.1〜12.31】� ［単位：件 ※（ ）内は12月実施分］

財産差押 計80（＋15）
捜索 公売 タイヤロック

預貯金 保険・共済 その他
75（＋15） 3（±0） 2（±0） 5（±0） 2（±0） 0（±0）

第160回
芥川龍之介賞・直木三十五賞

●芥川賞受賞
『ニムロッド』上田岳弘著
『1R1分 34秒』町屋良平著

●直木賞受賞
『宝島』真藤順丈著

蔵書点検（休館）
3月1日（金）〜7日（木）

よろしくお願いします。

戸籍の窓
自 12 月 1日 至 12 月 31 日 届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地 区	 氏 名	 性別	 保護者
	最 勝 寺	 栗原 旭	（あさひ）	 男	 義 昌
	天 神 中 條	 長澤 海詩	（う た）	 女	 拓 海
	長 	 内池 詩	（う た）	 女	 加 奈
	青 柳 町	 一ノ宮 晴	（は る）	 男	 光
	鰍 沢 北	 佐野 雫花	（しずく）	 女	 徳 世
	 〃	 野中 椋	（りょう）	 男	 義 法
	 〃	 北村 葵斗	（あおと）	 男	 大 輝
	鰍 沢 中	 深 大生	（たいせい）	 男	 慎 吾
	中 部	 保坂旺太郎	（おうたろう）	 男	 伸 也

およろこび（結婚）
	 地 区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	天 神 中 條	 望月 洋一	 アユミ	 （ 長 ）
	長 	 林 由樹	 千 絵	 （ 保 坂 ）
	鰍 沢 南	 飯田 卓	 萌 子	 （ 佐 藤 ）

おくやみ（死亡）
	 地 区	 氏 名	 年齢	 届出人
	最 勝 寺	 野中 富子	 90	 功 夫
	 〃	 志村 半平	 97	 石坂さとみ
	 〃	 芦 子	 95	 明 美
	天 神 中 條	 神田 政枝	 95	 一 男
	小 林	 小林 昭	 91	 保 昭
	 〃	 川手 和子	 91	 貞 良
	長 	 井上 清子	 101	 勇 義
	 〃	 齊藤 松惠	 88	 春 雄
	 〃	 井上 吉雄	 82	 誠 一
	青 柳 町	 樋口 藤義	 90	 義 文
	 〃	 フジ子	 93	 宗 宏
	 〃	 久津間千惠子	 92	 千 秋
	鰍 沢 北	 早川 秀男	 77	 ち か 子
	鰍 沢 中	 後藤 智之	 83	 元 子
	 〃	 小林 久江	 83	 進
	鰍 沢 南	 遠藤 吉雄	 94	 正 記

ひとのうごき（ 1月 1日現在）

人 口	 15,288 人	 （＋ 16）
男	 7,468 人	 （＋ 24）
女	 7,820 人	 （−   8）
世 帯	 6,348 戸	 （＋ 16）	 ※ ( ) 内は対前月比
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佐藤 来
くる
美
み

ちゃん
（平成 29年 10月・天神中條）
父 隆さん・母 悦子さん

市川 瑞
みず
枝
え

ちゃん
（平成 28年 3月・長澤）
父 雅一さん・母 美晴さん

望月 菜
な
絵
え

ちゃん
（平成 29年 4月・鰍沢北）
父 大樹さん・母 曜子さん

いつも元気いっぱいのくる
ちゃん♡これからもたくさん
遊んで大きくなってね！

食べることとお歌が大好き
な瑞枝ちゃん♡
いっぱい遊んで大きくなっ
てね！

よく寝・よく食べ・よく遊
ぶ！ いつも笑顔のぷくぷく
ほっぺ♡
もー！ かわいすぎぃ！

4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。 詳し
くは
こち
ら

富士川町 アイドル

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

富士川町公式Facebook 無
料
ア
プ
リ

広報ふじかわがスマホで
見られます。
App Store、Play ストア
で「マチイロ」と検索。

河西こころちゃん 6歳（鰍沢北）

毛
け

糸
いと

を使
つか

ってマフラーとポシェット
を作

つく

りました。今
いま

は木
き

の枝
えだ

に毛
け

糸
いと

を巻
ま

きつけて作
つく

るインディアン巻
ま

きの製
せい

作
さく

が大
だい

好
す

きです。きれいな色
いろ

になるよう
に考
かんが

えながら作
つく

るのが楽
たの

しいです。

富士川町 Facebook
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